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（
十
一
）
円
通
寺 

福
山
市
神
辺
町
東
中
条 

 
 
 
 
 

山
号
を
「
玄
洞
山
」
と
称
す
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
寺
院
。
本
尊
は
聖
観
音
菩
薩 

 
 
 
 
 

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
火
災
に
あ
い
、
書
類
・
記
録
等
も
焼
失
し
た
と 

 
 
 
 
 

の
こ
と
で
あ
る
。
東
中
条
の
奥
に
建
つ
寺
院
で
あ
る 

 
 
 
 
 

高
野
山
真
言
宗
玄
洞
山
広
山
寺
に
隣
接
す
る
。 

 

茶
山
詩
「
圓
通
寺
同
諸
子
賦
」
の
「
円
通
寺
」
は
「
玉
島
」（
倉
敷
市
）
か 

そ
れ
と
も
「
神
辺
町
」（
福
山
市
）
の
円
通
寺
な
の
か 

 

「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

圓
通
寺
同
諸
子
賦 

 
 
 
 
 
 
 

後
編 

巻
四―

一
四 

 
 
 
 
 
 

春
風
三
月
古
禅
房 

 

春
風 

三
月 
古
禅
房 

 
 
 
 
 
 

房
後
房
前
花
木
香 

 

房
後 

房
前 

花
木
香
（
か
ん
ば
）
し 

 
 
 
 
 
 

毎
得
一
詩
随
手
冩 

 

一
詩
を
得
（
え
）
る
毎
に 

 

手
に
随
（
し
た
が
）
っ
て
写
す 

 
 
 
 
 
 

吟
箋
無
字
不
詔
光 

 

吟
箋 

字
と
し
て 

詔
光
（
し
ょ
う
こ
う
）
な
ら
ざ
る
は
無
し 

 

箋 

詩
文
や
手
紙
を
書
く
の
に
用
い
る
美
し
い
紙 

 
 

詔
光 

春
の
美
し
い
景
色 

 

こ
の
詩
に
は
ち
ょ
っ
と
違
和
感
を
持
っ
た
。 

 

そ
れ
は
、
こ
の
詩
が
「
玉
島
の
圓
通
寺
」
で
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
玉
島
の
円
通
寺
か
ら
は 

瀬
戸
内
海
が
一
望
で
き
る
景
勝
の
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
茶
山
は
そ
れ
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
茶
山
は
尾
道
や
宮 

島
な
ど
近
隣
の
景
勝
地
を
訪
ね
て
詠
ん
だ
詩
に
は
そ
の
景
色
や
故
事
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
春
の
花
々
が
咲
き
誇 

っ
て
い
る
情
景
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 一 

倉
敷
市
玉
島
に
あ
る
円
通
寺
と
し
て
い
る
書
籍 

 

 
 
 
 
 
 

〇
「
文
化
十
年
三
月
二
十
日
、
茶
山
は
道
光
上
人
等
数
人
を
連
れ
て
玉
島
の
円
通
寺
を
訪
問
し
、
風
光
を
楽
し
ん
だ
」

と
し
て
、
右
の
詩
を
掲
載
し
て
い
る
（『「
玉
島
旧
柚
木
家
ゆ
か
り
の
人
々
」
岡
山
文
庫
） 

 
 
 
 
 
 

〇 

三
月
二
十
日
に
茶
山
は
、
道
光
上
人
、
太
田
孟
昌
、
竹
田
器
甫
、
平
松
渓
と
と
も
に
備
中
國
玉
島
の
圓
通
寺 

に
遊
ん
だ
。
茶
山
は
「
圓
通
寺
同
諸
子
賦
」
と
題
し
て
、
右
の
七
絶
を
作
っ
た
が
、
圓
通
寺
は
若
い
良
寛
が
國
仙 

和
尚
に
従
っ
て
寛
政
七
年
ご
ろ
ま
で
修
禪
し
て
い
た
寺
で
あ
る
。（『
菅
茶
山 

下
』
富
士
川
英
郎
） 

 
 
 
 
 
 

〇 

文
化
十
年
三
月
二
十
日
、
道
光
上
人
、
太
田
孟
昌
、
竹
田
器
甫
、
平
松
渓
と
玉
島
円
通
寺
に
遊
ぶ
（
茶
山
「
円 

通
寺
同
諸
子
賦
」（「
菅
茶
山
略
年
表
」 

菅
茶
山
記
念
館
） 

 

二 

ど
こ
に
あ
る
「
円
通
寺
」
な
の
か 

円
通
寺
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
近
隣
で
は
次
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

岡
山
県
内
で
は
倉
敷
市
と
苫
田
郡
鏡
野
町
に
、
広
島
県
で
は
庄
原
市
、
島
根
県
は
鹿
足 

郡
吉
賀
町
に
あ
る 

中
で
も
倉
敷
市
に
あ
る
円
通
寺
は
、
若
き
日
の
良
寛
上
人
が
修
行 

を
し
た
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
地
元
の
神
辺
町
東
中
条
に
も
円
通
寺
が
存
在
す
る
。 

 

 
 
 
 
 

（
一
）
玉
島 

円
通
寺
（
岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
） 

円
通
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

 
 
 

円通寺全景（東中条） 
玉島 円通寺（顕彰会研修旅行） 
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円
通
寺
の
山
上
、
石
組
の
庭
と
葦
屋
根
の
荘
重
な
伽
藍
が
配
置
さ
れ
た
境
内
は
、
訪
れ
る
者
に
、
精
神
世
界
へ
の 

自
ら
な
る
敬
仰
の
念
を
抱
か
せ
る
場
と
し
て
久
し
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
四
三
年
に
は
名
勝
地
と
し
て
岡 

山
県
の
史
跡
指
定
を
う
け
、
ま
た
全
山
は
倉
敷
市
営
の
円
通
寺
公
園
と
し
て
近
隣
諸
県
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
お
り 

ま
す
。
円
通
寺
の
歴
史
は
古
く
約
一
二
〇
〇
年
前
、
現
在
の
倉
敷
市
玉
島
の
地
に
行
基
菩
薩
に
よ
っ
て
星
浦
観
音
の 

霊
場
が
開
創
さ
れ
、
そ
の
後
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
）
徳
翁
良
高
禅
師
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
寺
と
し
て
開
山
さ 

れ
ま
し
た
。
爾
来
三
百
年
、
代
々
の
住
職
に
は
名
僧
多
く
特
に
第
十
世
大
忍
国
仙
和
尚
の
代
、
若
き
日
の
聖
僧
良
寛 

様
が
二
十
二
才
か
ら
十
数
年 

修
行
さ
れ
た
禅
寺
と
し
て
、
当
山
は
生
地
越
後
（
新
潟
県
）
の
み
な
ら
ず
全
国
崇
敬
者 

の
間
に
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

  
 

 
 
 

三 

茶
山
詩
の
「
円
通
寺
」
を
探
す
。 

 

茶
山
日
記
の
中
に
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
三
月
廿
日
と
前
後
の
記
述
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

 
 

十
八 

晴 

元
俊 

爲
蔵
辞
去 

 

 
 

十
九 

陰 

西
山
孝
恂 

中
原
子
幹 

小
野
泉
蔵 

叔
姪
小
野
恒
三
郎
来 

各
有
贈 

廿
日 

晴
寒 

与
光
師
・
孟
昌 

竹
田 

平
松 

同
赴
円
通
寺
韻 

過
茂
市 

廣
山
寺 

車
屋
使
人
要
帰
路 

 
 
 
 
 
 

遂
過
留
飲
至
暁 

三
原
丹
羽
源
次
兵
衛
使
人
来
恵
酒 

安
二
郎
没 

 
 

廿
一 

陰
寒 

東
三
郎
来 

孝
恂
来
飲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
過 

立
ち
寄
る
。 

要 

引
き
と
め
る 

 
 

 
 
 

「
廿
日
の
日
記
」
の
内
容
は 

「
二
〇
日
、
晴
れ
の
寒
い
日
、
光
師
、
孟
昌
、
竹
田
、
平
松
と
と
も
に
円
通
寺
に
赴
き
詩
を
詠
む
。
茂
市
宅
、
廣
山 

寺
に
立
ち
寄
る
。
車
屋
が
人
を
つ
か
わ
し
て
帰
路
に
迎
え
さ
せ
る
。
車
屋
宅
で
お
酒
を
飲
ん
で
朝
に
な
っ
た
。
三
原 

の
丹
羽
源
次
兵
衛
が
人
を
使
わ
せ
て
酒
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
安
二
郎
が
没
す
る
」
と
あ
る
の
で
、
円
通
寺
に
登
り
詩 

を
詠
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
人
物
は
次
の
通
り
で
あ
る 

 

 

十
八
日 

元
俊 

中
西
元
瑞 

安
芸
の
人 

中
西
井
織
養
子 

後
広
島
藩
医 

爲
蔵 

絲
川
爲
蔵 

父
が
大
坂
の
福
山
藩
邸
の
蔵
奉
行 

弟
子 

十
九
日 

西
山
孝
恂 

西
山
拙
斎
次
男 

儒
者 

中
原
子
幹 

備
中
国
上
成
村
（
玉
島
）
の
豪
農 

小
野
泉
蔵 

備
中
国
長
尾
村
（
玉
島
）
の
人 

弟
子 

小
野
恒
三
郎 

小
野
泉
蔵
の
叔
姪 

 
 
 
 
 
 
 

廿
日 

 

光
師 

道
光
上
人 

出
雲
法
恩
寺
住
職 

 
 

孟
昌 

福
山
藩
御
側
用
人
太
田
全
斎
の
子
で
太
田
孟
昌 

子
昌
は
字 

弟
子  

竹
田 

竹
田
器
甫 

弟
子
、
後
福
岡
藩
儒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
市 

円
通
寺
の
近
く
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
不
明 

 
 

廣
山
寺 

円
通
寺
に
隣
接
す
る
寺
院
と
考
え
ら
れ
る 

 
 

車
屋 

福
島
仁
助 

車
屋
は
屋
号 

茶
山
日
記
に
「
車
仁
助
」
と
い
う
名
前
が
再
三
見
ら
れ
る
。 

 

三
原
の
丹
羽
源
次
兵
衛
、
安
二
郎
に
つ
い
て
は
不
明 

 
 
 
 
 
 
 

廿
一 

 

東
三
郎 

桑
田
翼
叔 

備
後
山
南
の
人
、
東
三
郎
は
通
称 

 
 

  

こ
の
日
記
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
る 

 
 

① 

「
圓
通
寺
同
諸
子
賦
」
の
「
同
諸
子
」
は
、
道
光
上
人
、
太
田
孟
昌
、
竹
田
器
甫
で
あ
る
。
帰
路
に
「
茂
市 

円通寺本堂（東中条） 
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宅
、
廣
山
寺
」
に
立
ち
寄
る
。
さ
ら
に
、「
車
屋
仁
助
に
帰
り
道
に
引
き
と
め
ら
れ
て
、
酒
を
飲
み
、 

暁
に
至
っ
た
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

② 

前
日
の
十
九
日
、
鴨
方
の
西
山
孝
恂
、
玉
島
の
中
原
子
幹
、
小
野
泉
蔵
、
小
野
常
三
郎
達
が
茶
山
を
訪
ね
て
い 

る
が
二
十
日
の
同
行
者
の
中
に
は
い
な
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

③ 

次
の
日 

二
十
一
日
に
は
、
ま
た
西
山
孝
恂
が
訪
ね
来
て
共
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 

四 

東
中
条
の
円
通
寺
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。 

① 

「
円
通
寺
で
詩
を
詠
み
茂
市
、
廣
山
寺
に
立
ち
寄
っ
た
」
と
あ
る
。「
茂
市
」
が
地
名
な
の
か
、
茶
山
と
親
し 

か
っ
た
人
物
な
の
か
不
明
だ
が
、「
廣
山
寺
」
に
も
立
ち
寄
っ
た
と
あ
る
。
玉
島
周
辺
に
は
廣
山
寺
は
見
当
た
ら 

な
い
が
、
東
中
条
に
は
円
通
寺
に
隣
接
し
て
「
廣
山
寺
」
が
あ
る
。 

② 

「
車
屋
使
人
要
帰
路
」
と
あ
り
、「
遂
過
留
飲
至
暁
」
と
続
く
。「
車
屋
」
は
日
記
の
中
に
も
見
え
る
。 

人
物
で
「
文
化
八
年
四
月
五
日 

廣
山
寺
上
人 

円
通
寺
主 

車
仁
助
来
」
と
あ
り
、
仁
助
と
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
仁
助
は
た
び
た
び
茶
山
を
訪
ね
て
い
る
） 

＊
武
田
武
美
氏
（
神
辺
町
中
条
在
住
、
郷
土
史
家
）
に
よ
る
と
、
西
中
条
箱
田
川
沿
い
に
建
つ
「
鶴
の
慰
霊 

碑
」
の
西
側
に
水
車
で
米
つ
き
を
生
業
と
す
る
家
が
あ
り
、「
車
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。 
 

 
 
 
 
 
 

➂ 

詩
中
の
「
同
諸
人
」
の
中
に
西
山
孝
恂
、
中
原
子
幹
、
小
野
泉
蔵
達
の
名
は
な
い
。
彼
ら
は
円
通
寺
に
登
る
前 

日
に
茶
山
を
訪
ね
て
お
り
、
二
十
日
は
別
行
動
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
前
に
茶
山
一
行
が
玉
島
円
通
寺
を 

訪
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
前
日
に
茶
山
宅
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

④ 

玉
島
に
出
向
く
と
す
れ
ば
、
笠
岡
を
抜
け
、
鴨
方
往
来
を
通
り
、
玉
島
へ
出
向
く
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
廉 

 
 
 
 
 
 

 

塾
と
玉
島
の
距
離
は
約
二
十
五
～
三
十
㎞
あ
る
。
駕
籠
を
使
っ
て
も
日
帰
り
で
往
復
す
る
こ
と
は
ま
ず
で
き
な
い 

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
庄
原
市
に
あ
る
円
通
寺
に
つ
い
て
も
距
離
的
に
同
様
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 

  

⑤ 

詩
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
玉
島
円
通
寺
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
れ
ば
、「
風
光
明
媚
な
瀬
戸
内
海
」
や
円
通
寺
か
ら
の 

展
望
の
様
が
述
べ
ら
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
文
言
が
見
当
た
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

五 

ま
と
め
に
変
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
九
年
十
一
月 

菅
茶
山
顕
彰
会
研
修
旅
行
で
、
鴨
方
（
拙
斎
・
索
我
）
玉
島
（
西
爽
亭
・
円
通
寺
）
等 

の
訪
問
が
組
ま
れ
た
。
旅
行
の
し
お
り
づ
く
り
の
中
で
、
茶
山
詩
「
圓
通
寺
同
諸
子
賦
」
を
知
る
。
し
か
し
、
郷 

土
史
家
林
多
恵
子
先
生
か
ら
「
円
通
寺
は
、「
神
辺
東
中
条
」
の
円
通
寺
で
は
な
い
か
」
と
い
う
教
示
を
受
け
る
。 

 

検
討
し
て
み
る
と
、
茶
山
詩
に
あ
る
「
圓
通
寺
同
諸
子
賦
」
の
円
通
寺
は
、
神
辺
東
中
条
の
円
通
寺
で
あ
る
と 

い
う
結
論
に
至
っ
た
。「
円
通
寺
」
と
言
え
ば
、
良
寛
修
行
の
玉
島
「
円
通
寺
」
が
有
名
で
あ
っ
た
の
で
、
間
違
っ 

た
記
述
が
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
詳
し
い
検
討
が
今
後
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

中
条
で
は
、
遍
照
寺
、
松
風
館
な
ど
が
茶
山
詩
に
度
々
み
ら
れ
る
が
、
ま
た
新
し
く
「
円
通
寺
」
で
詠
ま
れ
た
詩 

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
林
多
恵
子
先
生
に
感
謝
し
た
い
。 

 

 
 
 
 

【
付
録
一
】 

茶
山
日
記
に
み
ら
れ
る
「
円
通
寺
」
関
連
の
記
述 

 

文
化
八
年 

 
 
4/

15 

廣
山
寺
上
人 

円
通
寺
主 

車
仁
助
來 

（
一
八
一
一
） 

5/19 

諸
子
上
円
通
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
寺
主 

仏
教
の
僧
侶
の
役
職
の
一
つ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
九
年 

 
 
1/22

 

円
通
寺
上
人
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

寺
院
内
の
事
務
を
管
轄
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
八
一
二
） 

2/5
 
 

円
通
寺
上
人
携
剛
忍
来 
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